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・標的とした領域の配列（使用したガイドRNAの配列, HDR用ssODNの配列）
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Cas9かnickaseなどの変異型か）
x��gi�)l�-yRNAかDNAか）

xDNAを注入した場合は、使用したプラスミドやオリゴなどの詳細。（Cas9 plasmid vector, gRNA
Cloning vectorのAddgene IDなど）

xOff-target解析の有無、「有」の場合は、その領域の配列・解析結果・解析に用いた手法（シークエ
ンス解析、T7E1 assayなどや、意図しないDNA挿入の確認等）


